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令和４年７月５日 

関西電力株式会社 

 

美浜発電所１号炉及び２号炉 廃止措置計画変更認可申請における 

被ばく評価パラメータの一部設定誤りについて 

 

1．事象発生概要（別紙１参照） 

２０２２年３月２３日付で認可された美浜発電所１号炉及び２号炉廃止措置計画変更

認可申請書（以下「廃止措置計画」という。）の添付書類三（平常時被ばく評価）及び添

付書類四（事故時被ばく評価）において、発電所から放出される放射性気体廃棄物の放出

量を計算するに当たり、解体対象機器の解体工法（熱的切断または機械的切断）に応じた

パラメータ（飛散率等）を設定している。 

この解体工法に応じたパラメータの設定において、一部の解体対象機器に対して廃止

措置計画 本文五（第 5-4 表）に記載した解体工法の適用に関する考え方とは異なる解体

工法に応じたパラメータを設定し、放出量を計算していた。 

この誤ったパラメータを、正しい解体工法に応じたパラメータに修正することより、２

０２２年３月２３日付で認可された廃止措置計画添付書類三及び添付書類四で計算して

いる放射性気体廃棄物の放出量及びそれに伴う実効線量に若干の変更が生じ、廃止措置

計画添付書類四に記載している Pu-239 の放出量に修正が発生する。ただし、影響範囲は

微小であり、実効線量の記載に変更はない。また、廃止措置計画添付書類三の内容にも変

更はない。 

 

２．事象発生に係る時系列 

２０２０年 

・１２月～２０２１年２月  

平常時及び事故時被ばく評価のため、解体対象機器毎に解体工法及び

解体時期を設定（担当者（社員）が入力） 

 ２０２１年 

 ・２月～６月  平常時及び事故時被ばく評価（放出量及び実効線量の計算）の実施 

・７月２９日  美浜発電所１号炉及び２号炉 廃止措置計画変更認可申請書の申請 

２０２２年 

・３月２３日  美浜発電所１号炉及び２号炉 廃止措置計画変更認可申請書の認可 

・４月中旬   管理区域内の解体工事開始に向けた準備として、工事仕様書に記載が

必要となる解体工法を整理するため、廃止措置計画（添付書類三及び

添付書類四）において計算上、解体対象機器に適用している解体工法

資料①
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（熱的切断または機械的切断）を確認していたところ、一部のタンク

について、廃止措置計画 本文五に記載している解体工法の選定に関

する考え方と異なる解体工法を適用し、これに応じたパラメータを設

定していることがわかった 

・４月下旬～５月中旬   

全ての解体対象機器について適用している解体工法を確認したところ、

複数個所において誤った解体工法に応じたパラメータ設定で計算して

いることを確認 

・５月中旬～  被ばく評価の入力となるデータについて解体工法以外のパラメータ設

定に誤りがないことを再度確認した上で、誤りがあったパラメータを

修正し、再度被ばく評価を実施 

 

３．影響の評価（別紙２及び別紙３参照） 

誤った解体工法に応じたパラメータ設定をしていた箇所は以下のとおり。 

ａ．美浜発電所１号炉（データ総数（パラメータ設定機器数）699 箇所） 

・ 「機械的切断」→「熱的切断」へ修正が必要な機器：6 箇所 

・ 「熱的切断」→「機械的切断」へ修正が必要な機器：1 箇所 

ｂ．美浜発電所２号炉（データ総数（パラメータ設定機器数）728 箇所） 

・ 「機械的切断」→「熱的切断」へ修正が必要な機器：8 箇所 

 

上記の適正な解体工法に応じたパラメータ設定への修正により、以下のとおり廃止

措置計画（添付書類四）に記載している放射性廃棄物の放出量に修正が生じる。 

なお、添付書類三に記載している放出量及び実効線量、並びに、添付書類四に記載し

ている実効線量に変更はない。 

 

廃止措置計画申請書記載 添付書類四 第 10 表              

                               （単位：Bq） 

１号炉 修正前（現行） 修正後 

Pu-239（第３段階） 1.7×107 1.6×107 

 

廃止措置計画申請書記載 添付書類四 第 10 表 

（単位：Bq） 

２号炉 修正前（現行） 修正後 

Pu-239（第２段階） 2.7×107 2.8×107 
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４．原因と対策 

（１）作業の概要（別紙１参照） 

・ 廃止措置計画添付書類三及び添付書類四における放射性気体廃棄物の放出量は、廃

止措置計画添付書類五（残存放射能調査）で評価している解体対象機器毎の放射能

濃度、重量等を用いて計算している。解体対象機器毎の放射能濃度、重量等のデー

タの作成については、社内規定に基づく、解析業務に対する特別な品質管理に従っ

て実施している。 

・ 一方、添付書類三及び添付書類四における放射性気体廃棄物の放出量計算に当たっ

ては、残存放射能調査で評価した解体対象機器毎の放射能濃度、重量等のデータに、

解体対象機器毎に設定する「解体工法」及び「解体時期」を追加したデータ（以下、

「インベントリ対応表」という。）を用いて実施しているが、この「解体工法」にか

かる入力条件の設定について、担当者が社内規定に基づく特別な品質管理を実施せ

ず、誤って設定したため、後段の放出量及び実効線量の計算に誤りが生じた。 

・ なお、インベントリ対応表を用いた放出量及び実効線量の計算については、社内規

定に基づく、特別な品質管理に従って実施している。 

（２）原因 

・ 担当者が、インベントリ対応表の解体工法を設定する際に、実際の解体工法を想定

した場合の工法について関係者から聞き取りを行い、その内容を基に設定したが、

聞き取った工法を誤って入力（転記する際に誤った工法を入力）してしまった。 

・ 被ばく評価での計算過程において、担当者が設定したパラメータについて、社内規

定「原子力発電所保修業務要綱指針」内に定められている入力根拠の明確化等の特

別な品質管理を実施していなかった。 

（３）対策 

・ 今回の事象について社内の不適合処置を実施した上で、社内規定で定められている

特別な品質管理を遵守することを関係者に再度徹底する。 

・ 廃止措置計画（変更）認可申請等の策定プロセスについて定めた社内規定「廃止措

置管理業務要綱」内に、添付書類三、四及び五で実施する解析業務を実施する際に

は、特別な品質管理を遵守することを追記する。 

 

以上 
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Bq  

   

QNi 
i

 

Fe-55  1.6 1011 

Co-60 1.1 1010 1.2 1011 

Ni-63 3.4 1010 3.0 1011 

Cs-137 6.5 108  

Eu-152  8.3 109 

Eu-154  1.5 109 

Ir-192m  2.5 109 

U-234  1.1 107 

U-238  1.1 107 

Pu-239 1.5 107 1.7 107 

Am-241 1.5 107 1.6 107 

  

P1

1.6×10^7

1号炉　添付書類四

添付
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Bq  

   

QNi 
i

 

Fe-55  1.8 1011 

Co-60 1.7 1010 1.9 1011 

Ni-63 4.5 1010 3.1 1011 

Cs-137 1.2 109  

Eu-152  8.2 109 

U-234  1.4 107 

U-238  1.4 107 

Pu-239 2.7 107 2.9 107 

Am-241 2.7 107 2.8 107 

  

P2

2.8×10^7

２号炉　添付書類四



P3

1.6

4.7

2.7

2.5

4.5

4.2

5.8

3.4 9.5
4.8

3.6 6.1

6.3

8.5

8.0

4.4

5.8

1.81.2×10^0 3.0
2.4 5.1
3.5 6.6
8.69.9 9.5

3.9×10^0 3.9×10^0

8.1
8.2×10^1

9.0

7.0
2.8

6.6

3.4

1.1

補足説明資料（添付書類三）



 

23 

4.2.2 放射性気体廃棄物による実効線量評価の結果 

各段階における全被ばく経路に対する被ばく経路ごとの実効線量の寄与を第10表

に示す。70％以上となる被ばく経路として、第２段階では「地表沈着物からの外部

被ばく」及び「呼吸摂取による内部被ばく」、第３段階では「呼吸摂取による内部被

ばく」及び「農作物摂取による内部被ばく」を評価対象経路として選定する。 

選定した評価対象経路の核種ごとの実効線量寄与の合計が90％以上となる核種は

第11表に示すとおりである。 

なお、放出管理の観点から、第３段階においては粒子状物質として測定が容易な

Co-60を評価対象核種に追加する。 

１号炉及び２号炉から放出される放射性気体廃棄物から周辺公衆の受ける実効線量

は、第２段階で約8.1×10－1μSv／y、第３段階で約5.0×10－1μSv／yである。 

 

第 10 表 全被ばく経路に対する被ばく経路ごとの寄与 

被ばく経路 

第２段階 第３段階 

実効線量 

（μSv／y） 

寄与 

（％） 

実効線量 

（μSv／y） 

寄与 

（％） 
放射性雲からの 
外部被ばく 9.8×10－5 0 3.7×10－5 0 

地表沈着物からの 
外部被ばく 5.7×10－1 59 2.2×10－1 29 

呼吸摂取による 
内部被ばく 2.7×10－1 27 3.0×10－1 40 

農作物摂取による 
内部被ばく 1.4×10－1 14 2.4×10－1 31 

畜産物摂取による 
内部被ばく 8.9×10－4 0 2.0×10－3 0 

合計 
（全被ばく経路） 9.7×10－1 100 7.5×10－1 100 

  ：各段階における評価する被ばく経路  

P4

補足説明資料（添付書類三）
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第11表 評価する被ばく経路における核種ごとの寄与 

第２段階 

評価する 
被ばく経路 

評価する 
核種 

地表沈着物からの 

外部被ばく 

呼吸摂取による 

内部被ばく 

実効線量 

（μSv／y） 

寄与 

（％） 

実効線量 

（μSv／y） 

寄与 

（％） 

Co-60 5.6×10－1 98 2.2×10－2 8 

Pu-239 － － 1.3×10－1 49 

Am-241 － － 1.1×10－1 39 

合計 
（評価する核種） 5.6×10－1 98 2.6×10－1 96 

合計 
（55核種） 5.7×10－1 100 2.7×10－1 100 

 

第３段階 

評価する 
被ばく経路 

 
評価する 
核種 

呼吸摂取による 

内部被ばく 

農作物摂取による 

内部被ばく 

実効線量 

（μSv／y） 

寄与 

（％） 

実効線量 

（μSv／y） 

寄与 

（％） 

H-3 2.5×10－2 8 6.4×10－2 28 

C-14 － － 1.5×10－1 63 

Co-60 7.2×10－3 2 6.5×10－3 3 

Pu-239 1.4×10－1 46 － － 

Am-241 1.1×10－1 36 － － 

合計 
（評価する核種） 2.8×10－1 93 2.2×10－1 94 

合計 
（55核種） 3.0×10－1 100 2.4×10－1 100 

  

P5

補足説明資料（添付書類三）
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93 

27 
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P6

4.0

1.6

3.0

9.5

8.1

4.0

9.9

1.7

1.2×10^2

3.0

1.7

補足説明資料（添付書類四）
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P7

3.5

2.7

3.3

3.6

3.6

8.1

1.8

2.4

3.5
8.6

3.9×10^2

8.2×10^3

2.8

5.4

2.0

補足説明資料（添付書類四）
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2.6

1.8
6.3
2.0
5.0
5.3

6.3

7.5

2.7
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P9

4.7
3.9

2.7
5.8
2.4

4.6×10^-14

5.1

5.5×10^-13

6.8×10^-13
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P10

1.5

3.5

9.5

8.6

4.0

2.4

3.5

2.5

8.0

8.1

8.4

8.3

2.6

1.3×10^-8

5.4

4.3
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P11

1.3×10^-7

9.0
3.2

6.1

8.4

4.0
2.8
7.4

7.2

3.2×10^-6

2.7×10^-6

7.2

5.3
5.3

補足説明資料（添付書類四）
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1.5
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P12

7.5 8.4

8.1
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6.5

7.2
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